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本年4月10～12日に名古屋市でInternational Congress of Surgery and
 

Elbow Surgery(ICSES)2013(第12回国際肩肘関節外科学会：東北大学の井
樋栄二教

Clin

 

co-presidents，昭和大学の筒井廣明教授がgeneral secre-
tary)およびInternational Congress of Shoulder and Elbow Therapist
(ICSET)2013が行われ，1,150名(海外から700名弱)を超える世界中の整
形外科医や理学療法士の先生方に参加いただき，2，3感じるところがあり
ました．
まず第一は，リバース人工肩関節に関する演題の多さです．この人工関節
は腱板機能の障害を伴う関節が大きく破壊された症例に対して使用できる人
工肩関節として開発され，近年では欧米だけでなく，アジアの近隣諸国でも
認可され，世界的に標準的な治療法の一つとなっています．しかし，まだ日
本では認可されていません．近々，認可されるようですが，日本における
device lagの問題は大きいと思います．
メモリアルレクチャーのNeer LectureでスイスのUniversity of Zurich

のGerber教授の講演が終わった後にstanding ovation(満場総立ち)が起こ
り，拍手がいつまでも続きました．演奏会やスポーツイベントなどで，素晴
らしい演奏や演技，プレーに感動した観客が立ち上がって拍手を送ることは
みられますが，国内で開催された学会では，まだ経験したことがありませ
ん．これは聴衆による講演に対する最大限の賛辞です．本学会ではMorrey
教授(Mayo

たことに

ic)のSpecial Lectureに対してもstanding ovationが起こ
りました．1998年にシドニーで開催された国際肩関節学会(ICSS)で，東海
大学の故福田宏明先生がCodman Lectureで講演された後にstanding ova-
tionを経験しました．素晴らしい講演であり，日本人として誇らしく思っ
たことを覚えています．特筆すべきは福田先生，Gerber先生とも英語を母
国語とされていないことです．国際学会に行くと，global languageである
英語の必要性をいつも感じています．お二人がその道のプロの前で母国語で
ない英語で自分がなされてきた仕事を伝え，深く感動を与えられ

．」と
述

対
して心から敬意を表します．
今月号の視座で根尾昌志先生は〝学会に「ときめく」演題を"と題されて

「一般演題の中に，もしかしたら大化けする心ときめく演題をちりばめてみ
ると学会も盛り上がるのではないか，そうしたセッションから，何か一つで
も新しい概念が発信されればその学会の価値があったと言えるだろう

ding

べられています．Gerber教授および福田教授の講演もご自身の手術結果
および研究を重ねて築き上げられた概念に基づいた講演であったことも
stan
発信され

ovationの一因です．今回の掲載された論文から何か新しい概念
が

二)
まするとよいと考え
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